
19 Management & Technology for Creative Kyoto 2024.新春号 20Management & Technology for Creative Kyoto 2024.新春号

販
路
開
拓

設
備
導
入

経
営
全
般 

他

化
学・環
境

電
気・電
子

デ
ザ
イ
ン

技
術
全
般 

他

食
品・バ
イ
オ

補
助
金・

助
成
金

創
業・

事
業
承
継

相
談・

専
門
家
派
遣
経
営
革
新・

新
事
業
展
開

機
械
設
計・

加
工

材
料・

機
能
評
価

表
面・

微
細
加
工

企
業
連
携・

産
学
公
連
携

人
材
育
成・

人
材
確
保

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  E-mail：keihanna@kptc.jp●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp

◇東和酒造有限会社について
　創業1717年の酒蔵である東和酒造有限会社（福知山市）
は、昭和52年に突然の井戸枯れにより酒造りを休んでいました
が平成23年より酒蔵の長女が33年ぶりの自家醸造を復活さ
せました。復活後は地元産
米での酒造りをメインに、少
量多品種の酒を手造りし、
様々なシーンで楽しんでい
ただける一期一会のお酒を
提供されています。

◇しぼり工程
　米・米麹・水を原材料に発酵させた醪（もろみ）をしぼること
で、日本酒が得られます。しぼりにより日本酒の味わいが変わ
る重要な工程であり、東和酒造では昔ながらの木槽（きぶね）
しぼりにこだわっています。しかし少量の試作品では木槽は大
きすぎ、手しぼりだと味わいが変わってしまうという問題があ
りました。
　そこで日本酒の試作等に利用できる小型しぼり機を作りたい
という相談を受けて、中丹商品開発部で開発に取り組みました。

◇小型しぼり機の開発
　まず安価に作り上げるためにでき
る限り既製品を活用して組み合わせ
ることを検討し、既製品のステンレス
シンク等を採用しました。槽の底はパ
ンチングメタルによる中空構造を設
け、気密を保ちながら均一に圧力を
かけるための蓋も開発しました。しぼ
られた日本酒の採取経路も密閉構
造として、酸化を防いでいます。
　醪を入れた酒袋は重いため、作業
者の体格に合わせて高さ調整可能
とし、使用後は簡単に分
解・清掃できる構造にも
こだわりました。部品加
工には、福知山市内の鉄
工所にご協力をいただき
ました。
　今シーズンも新たなお
酒の試作に、小型しぼり
機を活用されています。

◇株式会社週末養蜂について
　株式会社週末養蜂（本社：福知山市）は、ニホンミツバチ養蜂
器具の製造販売と養蜂家向けウェブサービスの提供を行って
いる企業です。1990年代に現会長が趣味でニホンミツバチの
飼育を開始したことを起源とし、巣箱や蜜蝋の販売が拡大した
ことから2020年に法人
化されました。YouTube
チャンネル「週末養蜂チャ
ンネル」を通じて、ニホン
ミツバチ養蜂の情報発信
を積極的に手掛けられて
います。

◇重箱式巣箱と継箱作業
　重箱式巣箱はニホンミツバチを自然に近
い形で飼育できるので、広く利用されてい
ます。巣が成長すると、巣箱を持ち上げて一
番下に箱を追加する継箱の作業が必要で
す。蜜が詰まった巣箱は約30kgにも達する
ため、特にシニア層や女性にとって大変な
作業です。

◇重箱式巣箱持ち上げ機の開発
　中丹商品開発部に参加され継箱を補助する器具を作りたい
と相談されたところ、機械設計が専門の企業OBや機械加工業
の方々から様々な意見・アドバイスをいただいて、中丹商品開
発部で開発を進めることとなりました。
　まずはニホンミツバチの生態や採蜜の知識を学ぶところか
ら始めて、概念設計、精密位置合わせ機構、安全に考慮した自
重ストッパーの採用、配送に適したコンパクトな筐体と簡単組
立て構造、CAEによる強度計算や部品干渉検証などを行い、第
1号試作機から第2号機と開発を
進め、最終となる第3号機を完成
させました。部品加工には、綾部
市内の鉄工所にご協力をいただ
きました。
　完成した重箱式巣箱持ち上げ
機は、株式会社週末養蜂の主力
製品の一つとして既に100台以
上を販売されており、日本全国の
ニホンミツバチ養蜂家に愛用さ
れています。

デジタルマニファクチャリング研究会 中丹商品開発部 活動紹介技術
センターから

　中丹技術支援室で開催しているデジタルマニファクチャリング研究会は、最新のデジタルテクノロジーをものづくり現場で活用が
できるための取り組みを行うと共に、「中丹商品開発部」として、デジタルツールを実際の商品開発に活用する実践の場の提供と、
中丹地域の異業種企業が集まる検討会による課題解決の実践を進めています。今回は中丹商品開発部の近年の活動成果として、重
箱式巣箱持ち上げ機の開発（株式会社週末養蜂）と、小型しぼり機の開発（東和酒造有限会社）の２件の開発事例を紹介します。

第47回産学交流会〈生存圏研究所〉
日　時　令和5年10月17日
会　場　京都大学　木質ホール
概　要　
◇セルロースナノファイバーの特長とその実用化について、
紹介いただきました。　　　 生存圏研究所　矢野浩之 教授
◇地球と宇宙の天気予報について、その高精度化の取り組み
を紹介いただきました。　 生存圏研究所　横山竜宏 准教授

過去の見学施設の例
◇エネルギー理工学研究所
　ヘリオトロン型核融合プラズマ実験装置
　慣性静電閉じ込め核融合装置
◇生存圏研究所
　材鑑調査室, 生活圏木質構造科学分野研究室　　　
　高度マイクロ波エネルギー伝送実験装置
◇防災研究所
　境界層風洞実験室，強震応答耐震構造実験室
　宇治川オープンラボラトリー実験棟
◇化学研究所
　モノクロメータ搭載低加速原子分解能分析電子顕微鏡
　動的核偏極NMR，有機合成実験室及び共通分析実験施設

　京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会、公益財団法
人京都産業21との共催で、平成23年から毎年開催していま
す。産学のニーズとシーズを互いに紹介し合う機会を提供する
とともに、事業分野に囚われず見識を広げて頂くことも目的と
しています。本会の出会いで多くの連携が生まれています。
　講演会では京都大学宇治キャンパスにある下記４つの研究
所の先生方に、最新の研究成果を分かりやすく講演いただきま
す。また当日は普段見ることができない研究施設や実験機器
などを先生方に詳しく解説いただきながら見学します。
 ●エネルギー理工学研究所 ●生存圏研究所
 ●防災研究所 ●化学研究所
交流会への参加は無料ですが、懇親会など参加費が必要な催
しもあります。

最近の活動
第45回産学交流会〈化学研究所〉
日　時　令和5年2月27,28日
会　場　京都大学　きはだホール
概　要
初めての試みとして、学際統合物質科学研究機構（IRCCS）の
成果報告会との共催で実施しました。当日は京都大学をはじ
め、北海道大学・名古屋大学・九州大学の研究者の方々、総勢
200名が参加されました。またポスターセッションでは企業連
絡会会員企業10社が参加し、来場された全国の研究者の方々
に自社の事業や技術のアピールを行うことができました。

けいはんな分室の産学公連携活動 ～京都大学宇治キャンパス産学交流会～技術
センターから

けいはんな分室中丹技術支援室

　けいはんな分室では、京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会・公益財団法人京都産業21と共同し、企業と大学の技術連携
や共同開発などを推進して新技術･新製品の創造を通じた新産業の育成を図ることを目的に、京都大学宇治キャンパスにある４研究
所（エネルギー理工学研究所・生存圏研究所・防災研究所・化学研究所）と産学交流会を開催しています。今号では最近の実施概要を
紹介します。今後も皆さまのお役に立つ、また興味をもつ交流会を企画しますのでぜひご参加ください。

京都大学宇治キャンパス産学交流会

参加者の皆さん

講演会 ポスターセッション

講演会 ナノセルロースビークル見学

会員企業を募集しています
名　称　京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会
会　員　３４社（令和5年12月現在）
幹　事　三和研磨工業株式会社
　　　　株式会社山岡製作所
　　　　プラスコート株式会社
年会費　1社　10,000円
　　　　（1社から複数人がご参加いただけます）
申込み・問合せ先
事務局　けいはんな分室
TEL：0774-95-5050　E-mail：keihanna@kptc.jp


